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仕様・性能 
光学系 

分散素子 

受光素子 

測定角 

測定距離 

測定径（mmφ） 

表示表色系（4種類） 

表色系視野 

繰返し精度 

偏光特性 

測定時間 

表　　示 

最小輝度表示 

インタフェース 

電　　源 

消費電力 

使用条件 

保存条件 

外形寸法 

質　　量 

精　　度 
（校正精度および直線性） 

対物レンズ：焦点距離  f=約82mm  F2.5／接眼レンズ：観測視界5 、゚視度調整範囲  ±5diopter 

回折格子 

電子冷却型リニアCCD 

2°/1°/0.2°/0.1°電動切換式 

350mm～∞（対物レンズ金物先端からの距離） 

2° 

1° 

0.2° 

0.1° 

350 

10.0 

4.99 

1.00 

0.50

400 

11.7 

5.84 

1.17 

0.59

500 

15.1 

7.55 

1.51 

0.76

600 

18.6 

9.26 

1.86 

0.93

800 

25.4 

12.7 

2.54 

1.27

1000 

32.2 

16.1 

3.22 

1.61

2000 

66.4 

33.2 

6.64 

3.32

5000 

169 

84.4 

16.9 

8.44

測定角 

2°/10°切換可能 

輝  度：±2％以下  １cd/m２以上（標準の光Ａに対して）　±3％以下  0.1cd/m２以上（標準の光Ａに対して） 

色度１：dxdy±0.0020以下  １cd/m２以上（標準の光Ａに対して）　dxdy±0.0025以下  0.1cd/m２以上（標準の光Ａに対して） 

精度保証範囲：測定角   2°　　　0.１～3,000cd/m２ 

　　　　　　  測定角　1°　　　1～9,000cd/m２ 

　　　　　　  測定角 0.2°　　  20～70,000cd/m２ 

　　　　　　  測定角 0.1°　　 100～300,000cd/m２ 

色度2：dxdy±0.0050以下（標準の光50cd/m２と色ガラスフィルタY-48,O-55,R-61,V-44.B-46,T-44,G-54,A-73B,IRA-05の組み合わせにおいて) 

輝度：±0.5％以下  1cd/m２以上（標準の光Ａ、上記精度保証範囲において）　±1％以下  0.1cd/m２以上（標準の光Ａ、上記精度保証範囲において） 

色度：±0.001以下  1cd/m２以上（標準の光Ａ、上記精度保証範囲において）  ±0.002以下　0.1cd/m２以上（標準の光Ａ、上記精度保証範囲において） 

輝度：1％以下 

１～31秒（明るさにより変動） 

20桁×4行、ドットマトリックスＬＣＤ（バックライト付） 

0.001cd/m２ 

USB1.1/RS232C切換式 

専用ACアダプタ（AC100V～240V､50/60Hz）、DC12V　30VA 

約30W 

温度：   0℃～35℃／湿度：85%Ｒ.Ｈ.以下（ただし、結露なきこと） 

温度：-10℃～50℃／湿度：85％Ｒ.Ｈ.以下（ただし、結露なきこと） 

約360ｍｍ（長さ）×148ｍｍ（幅）×220ｍｍ（高さ） 

約4.2kg（本体のみ） 

ｘ､ｙ､Ｌ（ｘ､ｙ：色度、Ｌ：輝度cd/ m2）　　ｕ’､ｖ’､Ｌ（ｕ’､ｖ’：色度、Ｌ：輝度cd/ m2） 

Ｘ､Ｙ､Ｚ（Ｘ､Ｙ､Ｚ：三刺激値）　　　　   Ｔc､ｄuv､Ｌ（Ｔc：色温度 K、ｄuv：偏差、Ｌ：輝度 cd/ m2） 

測定距離（mm） 

※測定距離は、アタッチメントレンズ金物先端からの距離で示されています。　※この表の数値は設計基準値であり、実際の直径とは多少異なる場合があります。 

※SC-777の測定径（付録／仕様・性能の測定径の表）よりも微小なサンプルを測定する場合、オプションのアタッチメントレンズ（AL-6またはAL-11）を使用します。 

■ 微小面を測定する場合 

■ 仕様 

AL-6（測定距離 51.72～68.53mm） AL-11（測定距離 19.56～24.80mm） 測定角 

測定径（mmΦ） 

2° 

1° 

0.2° 

0.1° 

2.00～2.88 

1.00～1.44 

0.20～0.29 

0.10～0.14

1.18～1.53 

0.59～0.76 

0.19～0.15 

0.06～0.08

トプコンテクノハウスは、計量法に基づく「光」の 
登録事業者です。 

照度（照度計）、光度（ランプ）、分光放射照度（ランプ）、分布

温度（ランプ）に関して、国家標準に基づいてその精度を

保証する“JCSS”のロゴマークつきの校正証明書を発行

いたします。 

JCSSは、計量法に基づくトレーサ
ビリティ制度のロゴです。トプコンテ
クノハウスは「光」区分の認定業
者で、0073はトプコンテクノハウ
スの認定番号です。（JCSS：
JAPAN Calibration Service 
System） 



色彩計は、ここまで進化した。 

分光測光方式で、信頼性UP!  光測定の、新しいソリューションの形です。 
FPDなど光ディスプレイの分野における品質管理の現場では、よりいっそう色の管理が厳しくなってきています。 

分光色彩計SC-777（トリプルセブン）は、「品質管理のコスト削減」と「コミュニケーションUP」により、データ管理の信頼性向上と 

データ整理の合理化を提供。分光測光方式のメリットを活用し、輝度・色度、三刺激値、相関色温度の値を正確に表示します。 

分光色彩計SC-777は分光方式で測定したデータをもとに輝度や

色度の計算をし、信頼性の高い値を表示します。この値は、輝度が

１cd/m2以上の場合、上位機種のSR-3に匹敵する高い精度と信頼

性が得られます。色彩輝度計ではお取引先などとの数値の合わせ

込みを行ったり、被測定物や色別などで補正係数を入力するなど、

時間と管理に労力が割かれていました。分光色彩計SC-777はこ

れらの合わせ込みとか補正係数を入力せずに使用できる為､管理

への負担が大幅に軽減、トータルとしての品質管理コストが大幅に

削減されます。 

○データ管理の信頼性向上と合理化 
分光色彩計SC-777は、外部PCにSC-777ごとに保有するデータ

を出力することができます。したがって、外部PCから出た指令が正

しくSC-777が受け取っているか、又その条件で測定をしているか

を確認できます。また、SC-777は本体の機体番号や本体情報を

測定データとペアで管理ができるので、データ管理の信頼性が格

段に向上すると共に、データ整理でも大きな合理化が図れます。

USB通信などにより、複数のSC-777でも離れた場所からでも測

定したデータの信頼性を確認できます。 
 
○PC制御測定角切替え 
外部PCからSC-777の測定角（2°、１°、0.2°、0.1°）を自由に切替

えることができます。 

テレビ／大型テレビ・小型モバイル（液晶：モジュール）・ＰＤＰ、自動車（インパネ・コンポ・電装表示・各種ランプ類）、表示器（大画面ＬＥＤ・信号機・携帯電話）、

部品（液晶モジュール・冷陰極管・ＬＥＤ・フィルタ）、材料（バックライト／蓄光・蛍光体・フィルタ・ＯＥＬ・LED）、その他（照明ランプ・パチンコ表示機） 

● 精度アップ 

● 本体情報の事前確認と本体情報と測定データのペア管理 

● リモートコントロール測定角切替え 

● 蓄積時間の任意設定 

● USBで16台とRS-232Cで1台、合計17台同時接続可能 

　（CM-700使用時） 

分光色彩計　SC-777は本格的な分光器（回折格子+電
子冷却型リニアCCD、素子数５１２）を採用し、380nm～
780nmの可視域を1nmごとの分光放射輝度データを
取り、等色関数　XYZを内蔵のコンピュータで計算して､
輝度や色度その他、表色系の表示や出力を行います。 
注）分光放射輝度とその波長ごとの出力は行いません。 

測定の信頼性 

FPD品質管理のコスト削減 コミュニケーションUP

■主な用途 

■主な特長 

■操作パネル 

DIF. ABS.ボタン 
(SHIFTボタン)

UPボタン 
（ROTATIONボタン） 

DOWNボタン 
（CHANGEボタン） 

STOP STARTボタン 
（ENTERボタン） 

LAMPボタン 

液晶表示器 

FIELDボタン 
（FUNCTIONボタン） 

ボタン 測定に使用する機能 

●測定に使用する機能(ボタンの上に表示されて

いる機能) 

●ファンクションモードで使用する機能(ボタンの

下に表示されている機能)

液晶表示器に表示される測定データの1つ前/
後の番号のデータを表示します。測定結果は
150件まで記憶できます。 

液晶表示器の照明(バックライト)のON/OFFに使用
します。初期状態は、照明ONに設定されています。 

測定角を切り替えます。測定角は、液晶表器に表
示されます。　→「液晶表示器」 

絶対値表示と差表示の切り替えに使用します。初期状態
は、絶対値表示に設定されています。絶対値表示/差表
示は、液晶表示器に表示されます。　→「液晶表示器」 

測定を開始するとき、AUTORUN停止時に使用
します。 

操作パネルのボタンには、以下の2通りの 
機能があります。 

測定は絶対値測定または基準データ差測定の選択ができます。絶対値とは輝度、色度、色温度など、測定したデータそのものを表示します。 
差とは基準として測定した（または外部PCから入力した）データと新たに測定したデータとの差を表示します。管理する標準を決めて、比較
をする場合に便利です。 

　測定モードの選択（AUTO FREQ MANU） 
モードにより蓄積時間の算出が違います。（蓄積時間とは受光部に
光をあてている時間ですが、測定時間は蓄積時間の2倍程度掛かり
ます。） 

定常光や、周波数の早い点灯光を測定する場合に
使用します。測定する光源の明るさにあわせて、最
適な蓄積時間が自動的に設定されます。 

LCDや冷陰極管など、点滅光を測定する場合に
設定します。同期信号の周波数や点灯周波数を
入力します。入力した周波数と光源の明るさにより、
最適な蓄積時間を算出します。(入力範囲は10～
250Hz)

任意の蓄積時間を設定できます。入力は10～
15000ｍｓ　 

　平均化測定の選択 
低輝度の測定をより高い精度で行いたい場合に複数回の測定をして
平均することができます。１～20回の平均化ができますが、回数が
多くなると測定時間が長くなります。 

　最後の測定条件保持 
電源を切っても最後に測定した条件設定を保持しています。次回に同じ
測定する場合には、設定値を最初から入力をする必要がありません。 

一回測定（Single）or連続測定（Auto Run）、測定は１回ごとまたは連続測定のいづれかが選択できます。 

●絶対値測定（ABS）or差測定（基準データとの差）（DIF） 

●表示表色系と表示説明 
操作パネル上のファンクションキーで次のような選択が可能です（外部PCでも同様な選択が可能です）。 

（ファンクションで設定できる主な内容） 
表色系選択　4種類：輝度（L）色度（ｘｙ）／輝度（L）色度（u’v’）／三刺激値（XYZ）／色温度（Tc）偏差(duv)輝度（L） 

輝度（L）　　　  明るさのレベル輝度値を絶対値として表示 

色度（ｘｙ）　　　CIE1931　XYZ表色系の色度図座標上の値 

色度（u’v’）　　CIE1976　UCS色度図座標上の値 

三刺激値（XYZ）2度視野観測 

三刺激値（XYZ）10度視野観測 

色温度（Tc）　　JISZ8725光源の分光分布および色温度・ 

　　　　　　　 相関色温度の測定方法により求めております。 

色温度表示範囲  1,563K　≦　 Tc　≦　100,000K 

偏差表示範囲　　-0.02　≦　duv　≦　 0.02 

※偏差とはCIE 1960 UCS色度図上の黒体放射軌跡からの距離 

操作パネルと機能説明 

補正係数の選択 
（分光補正 or XYZ） 

○分光補正／１nmごとの分光データで補正、補正係数は1組。 
（ON／ＯＦＦの選択） 
○三刺激値ＸＹＺに対して補正、補正係数は10組 
（ＯＦＦまたは１～10の補正係数の番号設定） 

三刺激値補正の設定した補正係数の番号と補正係数の値を 
表示、又は変更が可能 

等色関数x（λ）y（λ）z（λ）2°視野観測の表示と10°視野観測 
の表示ができます。 

補正係数の 
表示・変更 

等色関数2°10°選択 

測定モード  
AUTO

測定モード  
MANU

測定モード 
FREQ

UP

ROTATION

DOWN

CHANGE

STOP START

ENTER

DIF. ABS

SHIFT

FIELD

FUNCTION

LAMP

　積分時間ディレイ機能 
点灯周波数にバラツキ（個体差）のあるサンプルではそのバラツキが
測定誤差の要因になります。誤差を低減するには積分時間を長くす
ることが有効です。本機能では、本器に内蔵された減光フィルタを使
用することにより積分時間を長くし、安定した測定を行います。 

◎x.y色度図 ◎等色関数 ◎等色温度線と黒体軌跡 
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※液晶表示の文字は合成です。 

操作性にすぐれ、わかりやすい表示機能や、多彩なメニューがあります。 

SC-777からリモート時の 
演算結果出力情報 

表色系  演算結果の表示 

●データ 
●輝度 
●三刺激値X、Y、Z 
●色度ｘ、ｙ 
●色度ｕ’ｖ’ 
●色温度 
●色温度の偏差 
 

●SC-777の本体情報 
●機種名（SC-777 ） 
●機体番号 
●機体バージョン番号 
●測定角 
●補正係数 
●蓄積時間 

 

■通　　信 

■SC-777 本体の情報確認例 

■CM-700の機能 

●ＯＳ／Windows98/XP　　　 
●メモリ／動作するWindows  
　OSの推奨 
●ハードディスク／10MB以上　 
●インターフェイス／ 
   RS-232C/USB1.1

■標準付属ソフト 

OS

ポート 

ディスプレイ 

表示言語 

CPU 

メモリ 

HDD

Windows 2000 Professional 
Windows XP Professional 
Windows XP Home 

Pentium600MHz以上 

256MB以上 

60MB以上 

RS-232Cシリアルポート（１個） 
USB Ver1.1ポート（2個） 

1024×768以上、256色以上 

日本語 

■アプリケーションソフト　CM-700

■輝度表示の切替 

●有効数字4桁表示します。 

●小数表示は○○○○○○．○○○と表示します。 

●設定は桁数10桁です。（10桁表示では小数以下は表示できません） 

●整数部が7桁の場合には、小数以下は2桁の設定ができます。 

　（小数以下がある場合には整数部は小数点も桁数に入れます） 

1．234＋E02　＝＞　123．4 

1．234－E02　＝＞　0．01234

輝度の表示を指数表示か整数と小数で表示するか選択できます。

指数表示は○．○○○○の後に表示できます。 

■表色系 

■差の測定 

測定データの表色系を設定します。本器では4種類の表色系から

選択できます。各表色系は、以下のように表示されます。 

（例） 指数表示 

■液晶表示器 
測定結果の、液晶表示器の表示は以下のとおりです。 

データ番号 測定モード 
絶対値測定/ 
差測定 

現在の 
測定角 

表示データ 
測定時の 
測定角 

測定結果 

補正係数の表示 
なし：補正なし 
[f1] ：分光補正あり 
[fx] ：XYZ補正あり 
[ff] ：分光・XYZ両方補正あり 

色度xy  輝度L

色度u ’v’　輝度L

三刺激値XYZ

色温度Tc　偏差duv　輝度L

1台をコントロールする 

複数台数をコントロールする 

既に測定したファイルを開く 

1

2 目的に応じたボタンをクリックします。 

シングルコントロール 

マルチコントロール 

ファイルを開く 

1台の輝度計で測定を行う（単一測定）場合に選択します。 

複数の輝度計で同時測定を行う(多点測定)場合に選択します。 

既存のファイルを読み込む場合に選択します。 

［測定］  を選択した場合　以下の4つのウィンドウが表示されます。 

[ xy色度図 ]ウインドウ 

装置一覧 
[ 測定値(ABS) ]ウインドウ 

測定データウインドウ 

■設定可能入力 
項　　目 説　　明 

測定モードを選択します。 
●オートモード／受光器の出力が最も良い条件の積分時間を自動検出する場合に選択します。 
●周波数／点滅光源を測定する場合に選択し、点滅周波数を入力します。入力可能な周波数は、10Hzから250Hzまでです。 
●積分時間／入力した積分時間で測定を行う場合に選択します。入力可能な時間は、10msから15000msまでです。  

CIE等色関数の視野を選択します。選択した視野データは、以下のウィンドウに採用されます。 
●測色値(ABS)　●測色値(DIF)　●色度統計  

平均値を測定値とする場合に、測定回数を入力します。  

計測回数モードを選択します。 
●Single／1回のみ測定を行います。　●Interval／[回数] に入力した回数、[間隔]に入力した時間間隔で測定を行います。　●Continue／[回数] に入力した回数の連続測定を行います。  

オンにすると、2回目の測定後に[時系列グラフ]ウィンドウが表示され、初回からの測定結果(L)が時系列で表示されます。  

クリックすると、設定した条件で測定が行われ、測定結果が各ウィンドウに表示されます。 

測定モード 

視　　野 

平均回数 

計測回数 

時系列グラフ 

[計測] ボタン 

 

※Windowsは米国マイクロソフト社の登録商標です。 
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使用目的に合わせて、 
さまざまなセッティングが可能。 

オプショナルアクセサリー 

■光学ブロック図 

■外観寸法図 

●アタッチメントレンズ2種　AL-6/AL-11

リレーレンズ 

対物レンズ 

AC 
アダプタ 

DC－DC電源 

USB/RS-232C 
インタフェース 操作キー LCD表示器 

CPU CCD 
アナログPCBA/Dコンバータ 

アパーチャ 
ミラー 

接眼レンズ 

回折格子 

リレー 
レンズ 

ライトガイド ■システム図 

標準白色板 
WS-3

三脚 5型 
パソコン（★） アプリケーションソフト 

CM-700

雲台 
（三脚 5型に標準装備） 

NDフィルタ 
（10倍100倍セット） 

CCDアダプタ　IA-2

微動台 S４ 

1/2型CCDカメラ（★） 

アタッチメントレンズ 
AL-6、AL-11 

ファイバースコープ 
FP-3

（★）市販品 

SC-777本体の対物レンズにセット
して、合焦距離を短縮し、最小測定面
積を小さくします。微小な対象物の
測定を可能にするレンズです。仕様は
最終ページ参照。 

●標準白色板　WS-3

物 体 色 を 測 定 す る 際 に 使 用し  
ます。  
●輝度率：90％以上 
（測定条件：0°入射、45°観測） 
●材質：硫酸バリウム（BaSO4） 
●外形：φ78mm  t＝12．5mm 
●有効白色面：φ40mm（中央部） 

●ファイバースコープ　FP-3

SC-777の対物レンズ前面に取り付け、
測定物の発する光を対物レンズに導くた
めのライトガイドです。  
●有効滞定角：2° 
●測定径：φ3mm～φ10mm 
●測定距離：31．Omm～84.9mm 
●ファイバー長さ：約1m

●CCDアダプタ　IA-2

CCDカメラ（Cマウント、1/2型）とSC-
777のファインダを接続するためのア
ダプタです。ファインダ内の像をモニタ
ー上で観察することが可能になります。 
 

●NDフィルタ（10倍100倍セット） 

SC-777の測定範囲を超える明る
い測定物を測定する場合に使用しま
す。又、測定時に蓄積時間を長くした
い場合にも使用ができます。使用の
際は補正係数による補正が、必要です。 

SC-777で測定したデータ管理に使用
できます。SC-777を同時に16台コン
トロールが出来16台それぞれの本体機
体番号や測定条件などの情報も測定デ
ータとペアで管理ができます。PC本体
は市販のものをご使用ください。（複数接
続はUSBを使用します）（分光放射計SR-3にも
使用は可能ですが、SR-3とPCの接続はRS-
232Cで1台です。又、SR-3の本体情報は補正
係数のみとなります。） 

●三脚　5型 

SC-777を取り付けることにより、測定
物の視準が容易に行えます。  
●最高高さ：1830mm 
●最低高さ：585mm 
●収納長さ：810mm 
●三脚足段数：3段 
●質量：4．7kg、雲台付 

●微動台　S４ 

三脚5型の雲台を外して本ユニットを取
り付け、SC-777を設置することにより、
上下左右の視準が容易に行えます。  
●仰角：40° 
●俯角：80° 
●回転：360° 
●質量約：1．7kg

●アプリケーションソフト　CM-700

（40～65） 
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292.5

1
0
4

5
0

6
6
.5

14
8

3

1
4
7 1
7
5 2
2
0

（21～26） 

4－Ο10
4－M3×0.5 （深さ8） 

（工具用） 




